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貿易理論における基本的定理
〆森 井 昭
? ???
? ?
ヒTJ はしがき
貿易理論における基本的な定理は， Recardo によって唱えられた国際分
業論と Heckscher-Ohlinによって主張された生産要素の稀少性，ある
いは，豊富性[ζ関する定理である。
Recardoの比較生産費の原理は，二商品とも一国が絶対的優位をもっ場
合でも，そのすぐれている程度に差があるならば，すぐれている程度の大
なる商品に特化し，他の商品の生産を相手国lこ委ねることによって，両国
を通じて利益を得る 1)ことができるということである。また， Heckscher-
Ohlinの定理は，一国が相対的に豊富な要素を使用して，相対的に集約的
である商品を輸出する 2)と主張されている。
本稿において， 基本的な貿易理論である Recardo的な比較優位の原理
を再考し， Hecks仁her・Ohlin定理を考察しようと試みている。これらの定
理を熟視するにあたり，文中の誤謬や誤解は，すべて私自身の浅学による
責任である。
c nJ Recardo理論
いま，二国，つまり，自国 (H国〉と外国 (F国)，とからなり，二商
品をそれぞれX]，とX2とし 生産要素は労働 (L)のみが存在すると仮
定する。また，規模に関する収穫は一定であるとすれば，各々商品価格は
1 )長井茂;国際経済学人門. 1959年。
2) Batra， Rぷ.;Production Uncertainty and the Heckscher.Ohlin Theorem、
R.E.s. 1975年。
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次のように表わされるヘ
WCLlニ P1 wC 1.2ニP2 (1) 
ここで， CL j は第 j商品ー単位生産するに使用される労働量，すなわ
ち CL j二 Lj/Xj， (jニ 1， 2 )である。 pj(j=1，2)は第 j商品価
格であり wは賃銀率である。
これら二つの商品価格比をPとすれば， (1)式から次のような式になる。
P ニ:e~ ~~2 一一-
P 1 CLl 
(2) 
第 j商品の平均労働生産性を， aj = 1/ C L j， (j = 1 ， 2 )とすれば，商
品価格比は労働生産性の比に等しくなる。
C L2 a1 
C Ll a2 
(3) 
(3)式は，封鎖経済体系において，商品価格比は，それぞれ商品生産に使
用された生産要素量の比に等ししそれぞれの商品の平均労働生産性の比
に等しいことを示している。
さて，封鎖体系を除き，開放経済のもとで，第一産業の比較生産性が，
自国 (H国)において，より高いと仮定すれば， (3)式から次の式が想定さ
れる。
( :) h>(去)f (4) 
それ故lζ，
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?
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(5) 
(5)式から，次のことが推論される。すなわち， H国における第二商品の
相対価格は F国における第二商品の相対価格よりも高い。従って， H国
3)投入ー産分析によって(1)式を得ることができる。完全競争条件υJもとで，各商品
価格は単位費用!ζ等しく，総費用と総産!U物とのlt!こよって決定されるつ
Pl=WL1十rK1
1- Xl 
。 ? ??
?
??
???
? ?
???
? ?
??
?
ζこで Lj=CLjXj (j=1.のであり，生産要ぷは労働ωみであるからタ (1)式
が得られる。
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は， 自国の比較労働生産性が高い第一商品を輸出し， 自国の比較労働生産
性が低い第二商品を輸入する。 それ故に Ricardoの比較優位の原理を，
次のように述べることができる4)。
ヒ定理 1i 一国は，より高い比較生産要素の生産性をもっている商品
を輸出し，他国よりも低い比較生産要素の生産性をもっている商品を輸入
する。
Fig.lは，両軸にそれぞれ商品量がはかられている。生産関数が一次同
次であるから，生産変換曲線は，負の傾斜をもった直線で示される。すな
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Fig. 1 
わち H国と F国の一次変換曲線は， それぞれ， HH〆と FF〆であ
る。その曲線の勾配は， 自給自足経済における価格比，つまり PhとPr
で表わされる。いま，運送費を無視し，自由貿易を妨げるものがないと想
定すれば，自由貿易均衡における商品価格比が得られる。
国際交易条件 CP勺が，両国の商品価格比の聞にあるならば，
Ph>P'>P r (6) 
すなわち，交易条件は，第一国のHBと平行なAF〆の勾配によって与
4) Batra， R.~.; Studies in the Pure Theory of International Trade. 1973年
を参照。
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えられる。
Ricardoの定理によって，自国はH点で生産を行ない，外国においては
F〆点で生産がなされ， H国は，第一商品X1を輸出し，F国は，第二商品
Xlを輸出するということである。ただし，第一図におる 5hと5fは，両
国の自給自足経済における均衡点が示されている。
C m J Ricardoモデルの拡張 5) 
定理 1は， 一生産要素の場合であったが， 二生産要素， つまり， 労働
CL)と資本 CK)による Ricardoモデ、jレへの適用が， 乙こでの問題であ
る。
いま，資本使用料を rとすれば， (1)式は，次のような式で示される。
WCLlム rCKlニ Pl (7) 
(8) WCL2 ートrCK2=P2
ここで， C K j (j = 1 ， 2 )は，第 j商品一単位生産するに使用される資
本量である。すなわち， CKj二 KdXj (j二 1， 2)で表わされる。
両商品の価格比 CP)は， (8)式を(7)式で割ることによって得られる。
wCL2 I 1 +工 -S~lP 2 wCL 2十rC"2 . ~ L < l..L ， W C L 2 jP-- - J 十一七 (9) 
P 1 WCL1十rCK ! ...1" i" r CK ~ i wCし I I 1十 一三|
L、 W しL1) 
各産業における生産要素比が同じであると仮定すれば，
CK 1 CK 2 
CL1 - CL2 
。
(2)式を想起すれば，次の式で示されることは，容易にわかるであろう。
P= ~2_=-X主 ~_-~l一一一
← P1 CL1 a2 
??
?
?
?
いま，第 j産業におる資本の平均生産性を bj (j= 1 ， 2 )で示すなら
ば，仮定から，次のように表わされる。
5) Batra， R.;'-i.前掲書， 1973年!こそって分析がなされている。
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p__ CKZ bj CLZ aj 一 一 一一一一一一-CK 1 - bz - CL I - aZ れか
ここで，h j ...CC 1 /CK j (jニ 1， 2)である。叫式は，各産業において，
同じ生産要素比をもっているならば，自給自足経済における商品価格比は，
投入される比較生産要素のいづれかの生産性によって決定されることを意
味している。このように，両商品が同じ割合で二つの生産要素を使用する
場合には， Riεardoの比較優位の原理は妥当するのである。
次lこ， 各産業において， 生産要素が同じ割合でないと仮定する。つま
り， a:/a2 と bl/bzとが等しくない場合である。乙の場合は，二国にお
いて，比較生産要素の生産性が，一致した比較をなすことができないばか
りか， 自給自足経済の価格比は，生産要素の需要と供給によって左右され
ることになる。
いま，要素賦存と需要条件が，国際的に等しく X2の生産関数が，両国
においての同じであり，一国にのみ Xjlこ対する技術進歩が生ずるものと
するの。従って，外国における技術は変化しないと仮定する。さらに，こ
のような条件のもとで， H国が X1 を輸出し F園から Xzを輸入する
X1 
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Fig. 2 
6 )ここで言う技句進歩は Hicksの中立技術進歩，つまり，資本一労働比率のー定
性を想、定しているn
66 ;:tn4号(経済・経営学編)
と想定しよう。
Fig. 2の縦軸lこ輸出財 X1 を，横軸[こは輸入財 X2 がはかられている。
FFつま，外国の生産変換曲線であり， Uf曲線は，外国における社会無差
別曲線を示している。 Sfは， ABの勾配，つまり，与えられた価格比に
よる自給自足経済の均衡点である。いま， 自国が，すべてにおいて外国と
同じであるならば，同じ生産要素賦存，同じ技術進歩，同じ変換曲親，同
じ社会無差別曲線，そして，同じ自給自足経済における価格比を有するは
ずである。しかしながら，自国の X1 商品のみが Hicks的技術進歩を
享受するのであるから，生産変換曲線はHF'のようにシフトする。 Uh は
自国の社会無差別曲線であり Sh は自国における自給自足経済の均衡
点である。 DEは ABと平行に描かれており，曲線 HF〆と商品価格比
ライン DEとの接点 Pにおいて， 自国の生産がなされることを示してい
る。
両国において，もし消費ノfターンが同じであるとすれば，乙の乙とは，
二財が同じ商品価格比で，同じ割合で消費されることを意味する。すなわ
ち， 自国の消費は点Cでなければならない。しかし，点Cと点Pは同じで
はない。つまり，自国の自給自足経済における自国の商品価格比は，外国
の商品価格比と同じではないことを示している。 DEの勾配によって与え
られる価格比においては，自国が消費する商品X2よりも，より少ない X2
財を生産することになる O それ故に，第二商品の相対価格は，需要と供給
が均衡をもたらすまで上昇するはずであるつ自国の自給自足経済における
均衡点は Shであるから，自給自足経済の価格比は， RSで与えられる。
従って. RS は ABよりも急勾配を有しているから，次のような価格比
で示される。
pρP f or (ょう h 〉(E7)f 。功
換言すれば，自国における第二商品の相対価格は，外国のそれよりも高
いから，自国におて，比較生産性の高い第一商品を輸出する C すなわち，
自国は X1を輸出し.外国から X2を輸入することを意味している q
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〔定理2J 一国はすべての生産要素のより吉弘、比較生産性を有する商品
を輸出し，生産要素ω比較産性が，外国の比較生産性よりも低い商品を輸
入する7L
つまり， Ricardoの定理は，二生産要素の場合にも妥当する ζ とを示し
ている O
C IVJ Heckscher-Ohlin理論
いま，二国，つまり，白1:FJ(H凶〉と外国 CF国)と，二商品をそれぞ
れ X1 商品と Xz商品であるとしよう。各商品の生産関数は一国内で異な
っていると仮定する。すなわち，各産業における生産要素の割合が異なっ
ているということである。同様に，外国においても，生産関数は同一でな
いと仮定する。また，生産要素は国内的に完全移動するが，外国lこは不移
動であると仮定される。
H国がF国lこ関して資本豊富あるいは労働稀少である場合[こは，生産要
素価格の定義lζ従って，次のように表わされる。
(子)h>(?に (14) 
ζ とで， (w川 j， (j = h， f)は， 第 j国の封鎖経済における賃銀・資本
使用料の比である。制式は， 自国における賃銀/資本使用料の比が，外国
におけるそれよりも大であるととを示している。言い換えればラ自国にお
いて，労働稀少，つまり外国に関して資本豊富であるととを意味している o
との乙とは，次のような物理的定義によって表わされる。
ρkf or(E)h f〉 (!?)f (15) 
ことで， kj， (j=h. f)は， 第 j国における資本・労働の比， つまり，
K/Lである。 もし Heckscher-Ohlinの定理が正しいとされるならば，
資本豊富なH国は，資本集約商品を輸出し，労働豊富なF国から，労働集
約商品を輸入するであろう。
7) Batra， R.N.前掲吾， 1973年を参照。
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CHeckscher.Ohlin定理江 8) 各国は，相対的に豊富に所有する生産要
素をより集約的に使用する財を輸出し，相対的に秒、少な生産要素をより集
約的lこ使用する財を輸入する。
Fig.3の縦軸には，賃銀/資本使用料の比を，横軸には，それぞれ商品
価格比と資本/労働の比がはかられている。 第一象限は， すべての wjr
lζ対して k2<k!‘つまり，第二嘩品よりも第一商品が，資本集約的で
W r k2 < k1 
A 
ー
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Fig. 3 
ある ζとを示している。第二象限は，もし，国際的に生産関数が同じであ
るならば，曲線ABは，両国の生産要素賦存に関係なく適用される。そし
て，それは wjrとPと正の関係にあることを示している。
いま，仙式の状態であるとするならば，次のような結果を生ずる。
Ph>P f 同
このことは， Pが変化しないならば wjrは kによって影響されない
ことを示している。また， H国は資本集約的な第一商品を輸出し，労働集
約的な第二商品を輸入することをも意味している。
Fig.4は，前述と同様に描かれている。しかし，第一象限は，すべての
wjr に対して， k2>klである場合，曲線 A〆Bつま負の関係、にあることを
示している。 Fig.3と同様に Fig.4から次のような結果が生ずる Q
8 )根伴 隆;貿易利益三[!S:]~lft!民主， 1971 ~r.を参!ほっ
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納式は， H国においては，資本集約的第一商品X!を輸出し， F凪から
労働集約的第二商品X2を輸入することを示している c
if kz>k! then P h/<P f〆 。め
同式出， H国がX2商品を輸出し F国からX!商品を輸入することを
示している。しかしながら， X 2 商品はXl商品に関して資本集約的商品
であることを意味している。
斯くして，二商品聞に生産要素の集約的関係がある場合，相対的に資本
豊富な国は，相対的lこ資本集約的商品を輸出し，相対的に労働豊富な国か
ら，相対的に労働集約的商品を輸入する 9)。
Fig.5においては，生産要素の集約が逆転しているケースである。その
逆転点は Bである。曲線 AノBは k2>k!の部分であり，曲線 ABはん
くkj の部分が示されている。いま，圏内の生産要素の集約関係が (w/r)h 
と (w/r) f で与へられているとすれば，次のような関係で示される。
しくkj and P h> P f 。功
このことは Heckscher-Ohlin定理が妥当していることを意味してい
9) Batra， R.N.;前掲畜 .1973年を参照。
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いま， 自国の自給自足経済における w/rが (wノr)〆hでIJ.へられている
とすれば，次のような結果が得られる。
k2>k 1 <tnd PヘぐPr 制)
例式は，白同においては， Hecl臼cher-Ohlin定理が妥当しているが，外
国に対しては kzくk1 であり，妥当しないのである。つまり，外国にお
いて，次のような結果になる。
しくk1 and pヘくPf 制〆
すなわち，仰)式から，自国は資本集約的商品X2を輸出し，外国労働集
約的商品X1を輸入することが知られる。駒)〆式は自国が外国から資本集
約商品Xlを輸入することを示している。つまり，生産要素逆転点Bを境
界に，相予盾したことが生ずる。言い換えれば，一国の自給自足経済にお
ける w/r比が，生産要素の集約の逆転点のー側面にある場合には He.
ckscher.Oh1in定理は妥当する。しかし，それが他の側面にある場合には，
Heckscher.Ohlin定理lζ妥当しないことを意味している。
crJ 需要の役割
これまでは， もっぱら生産の側面に関してのみ， その視点、をおいてき
貿易理論における基本的定理 71 
た。ここでは，生産変換曲線が原点lこ円であり，社会無差別曲線が存在す
るケースを考へょう。
いま，生産要素集約は転換できず， kz>klであり PhぐとPfであると
する。さらに，自由貿易における交易条件 CPハが，次のようなケースで
あると想定する。
Pf>P〆>Ph 加)
Heckscher-Ohlin定理が妥当しているならば， 自国において，資本集約
的商品X2を輸出し，外国から労働集約的商品X1 を輸入するというとと
を意味する C
Fig.6 (ま，両軸にそれぞれ商品量がはかられている。自国の自給自足経
済における価格比は， 直線 PhPhであり， 自給自足経済における均衡点
は Shで与えられている C その場合の社会無差別曲線は，原点、に凸なる
曲線 li1U1である川。そこで， 自国の価格比線 PhPhは，変換曲線HH〆
X， 
?? ?
H 
? ?
?
O X2 
Fig. 6 
と，社会無差別曲線 UIU1とが，点 Shにおいて接している接線である。
直線 P"P"は，国際的交易条件を示しており，直線P"P"と変換曲線HH〆
10) 社会無差別曲加は個人心無差別曲松を aggregate したもはと考え jit数 t '~効用関
数ではなく，序数的効用関数であることが限定されている。
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との交点Pは自由貿易の状態における生産点を表わしている c
もし，商品X2が輸出されねばならないならば，新しい消費点は，生産
点 Pより左の方の直線 pl'p〆上になければならない。 このような消費点
が，点C〆で与えられている。点C〆においては，商品X2を輸出し，商
品X1 を輸入することによって，貿易利益が生ずる点である。
さて，無差別曲線が，点 P tにある場合， つまり， 曲線 U2U2が変換
曲線 HH〆と点Pにおいて接しているような場合には，貿易は生じない。
すなわち，自給自足経済における均衡を意味している。
また，社会無差別曲線が， 点 Pの右の方の直線 pl'pl' 上にある場合，
つまり，曲線 U3U3が直線 pl'pl' と接する点 C上にあると想定すれば，
貿易ノfターンは，逆になる。すなわち，商品X2 を輸出するのではなく，
逆に輸入するというケースになる。このととは，Heckscher-Ohlin定理が
妥当しないということを示している。
それは故l乙， Heckscher-Ohlin定理が保証されるためには，各国が合理
的な消費者行動をとらねばならないことを意味している。
〔刊〉あとがき
最後に Ricardo理論と Heckscher-Ohlin定理を比較すれば，次のよ
うな点が指摘される 11)。
1) Ricardo理論は，国際貿易の原因に，生産関数の国際的差異を仮定
し， Heckscher-Ohlin定理では，生産関数の国際的類似性を仮定して
いる。
2) Ricardo理論は一生産要素(例えば労働)のみの存在を仮定し，規
模lこ関する収穫一定の想定によって，単位費用一定を仮定している。
Heckscher-Ohlin定理は， 二生産要素(例えば資本と労働)を仮定
し，各商品の生産関数の類似性によって，単位費用増加を仮定してい
る。そして， Heckscher-Ohlin理論には，需要条件が重要な役割を槙
11) Batra， R.N.;前掲書， 1973年を参照。
貿易理論における基本的定理 73 
じていることを附記したい。
3) Ricardo理論では，完全な貿易特化を相手国に生じさせる。 Hecks
cher-Ohlin定理において，貿易は完全特化をもたらすか，あるいは，
貿易特化を生じないかもしれない。
以上が Ricardo理論と Heckscher-Ohlin定理の比較であるが，いず
れも貿易理論における基本的な重要な定理である。乙れらの理論は，自由
貿易のパターンを前提にしているけれども，貿易障害とか，不完全競争を
導入した場合，複雑な分析ではあるが，現実的な理論へのアブローチへと
侵入される。
(1976. 9. 30) 
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